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	表紙
	研究責任者
　日本航空医療学会
　　猪口　貞樹　理事長
　東京都中野区中野2-2-3　へるす出版事業部内
　Tel：030-3384-8042
　Fax：030-3380-8627
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	研究責任者
　東海大学医学部付属病院　救命救急科
　　土谷　飛鳥　教授
　神奈川県伊勢原市下糟屋143
　Tel：0463-93-1121
　Fax：0463-94-6990

作成日　2026年5月12日　第11版
	研究責任者変更、版数・日付更新
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	２．研究の実施体制（研究機関の名称及び研究者等の氏名を含む。）
（１）本研究は以下による多施設共同研究である。
　①日本航空医療学会
　②同学会が指定する医療機関
（２）研究組織
　研究代表者
　　日本航空医療学会　猪口貞樹
　東京都中野区中野2-2-3　
　へるす出版事業部内
　Tel:030-3384-8042
　Fax:030-3380-8627

　研究事務局
　　日本航空医療学会事務局
　東京都中野区中野2-2-3　
　へるす出版事業部内
　Tel:030-3384-8042
　Fax:030-3380-8627


　研究参加施設
　　旭川赤十字病院を含む64施設、別紙参照

（ステアリングコミッティーの記載なし）
	２．研究の実施体制（研究機関の名称及び研究者等の氏名を含む。）
（１）本研究は以下による多施設共同研究である。
　①日本航空医療学会
　②同学会が指定する医療機関
（２）研究組織
　研究代表者
　　東海大学医学部付属病院　救命救急科　教授　土谷飛鳥
　　神奈川県伊勢原市下糟屋143
　　東海大学医学部付属病院内
　　Tel：0463-93-1121
　　Fax：0463-94-6990

　研究事務局
　　東海大学医学部付属病院　救命救急科　研究事務局
　　神奈川県伊勢原市下糟屋143
　　東海大学医学部付属病院内
　　Tel：0463-93-1121
　　Fax：0463-94-6990

　研究参加施設
　　旭川赤十字病院を含む64施設、別紙参照

　ステアリングコミッティー
　　日本航空医療学会は本研究のステアリングコミッティー(SC; steering committee)として位置付けられ、学会理事長をはじめとする学会役員・理事が参画する。SCは研究の方向性の検討・指導、評価項目の選定、研究成果の検討等を担う。
	研究代表機関の変更（日本航空医療学会→東海大学医学部付属病院）、東海大学倫理コンサルテーション室の指摘によりSC（ステアリングコミッティー）に関する記載を追加
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	9．データの利用、二次利用
　(1)　データの利用
　日本航空医療学会は本研究の目的を達するために必要な分析を行う。なお、日本航空医療学会は、本研究組織に属する個人で構成される研究サブグループへ分析を委嘱することができる。委嘱の詳細は、日本航空医療学会にて決定し、委嘱に際しては、匿名化個人識別IDを除去した匿名化データを提供する。
(2)　データの二次的利用
　本研究の目的を達すために必要と認められる場合には、本研究組織に属さない第三者に対し、匿名化個人識別IDを除去した匿名化データを提供することができる。ただし、提供に際しては、日本航空医療学会の事前の承諾が必要である。また、提供の事実を事前に各参加施設へ通知するものとし、提供を拒否する旨の回答があった施設のデータについては、提供データにより除去する。
　また、研究期間終了後に、匿名化個別識別IDを除去した匿名化データを各参加施設に提供する。各施設は本研究の目的範囲内で、当該データを個別の研究に用いることができる。

（データの二次的利用に関する記載あり）
	9．データの利用
　東海大学（研究事務局）は本研究の目的を達するために必要な分析を行う。なお、東海大学（研究事務局）は、本研究組織に属する個人で構成される研究サブグループへ分析を委嘱することができる。委嘱の詳細は、東海大学（研究事務局）にて決定し、委嘱に際しては、匿名化個人識別IDを除去した匿名化データを提供する。なお、研究サブグループへの分析委嘱、および各参加施設へのデータ提供にあたっては、日本航空医療学会JSAS-Rデータ利用委員会の承認を要する。
　また、研究期間終了後に、匿名化個別識別IDを除去した匿名化データを各参加施設に提供する。各施設は本研究の目的範囲内で、当該データを個別の研究に用いることができる。
　各参加施設において本研究計画書に基づき個別の研究・分析を行う場合は、各施設の規定および倫理審査体制に応じて、必要な倫理的手続きを取るよう努めるものとする。

（データの二次的利用に関する記載を全文削除）
	日本航空医療学会理事会協議の結果、第三者へのデータ提供規定を削除

	3-4
	10．インフォームド・コンセントを受ける手続き等
（4）症例情報の保護・保管
①各参加施設における本研究の個人情報管理者は各参加施設の研究責任者とする。
②研究を実施するにあたっては、各参加施設は、症例情報の登録の前に、データの匿名化を行う。そのため、登録後のデータは個人を特定することができない匿名データとなる（各参加施設は、自施設の症例についてのみ、施設内で保持する突合表を用いて個人を特定することができる）。
③登録にあたり、各参加施設は各症例に、「匿名化個人識別ID」（医療施設で診療に用いられている診療番号等とは異なるID）を付し、登録には匿名化個人識別IDを用いるものとする。施設で用いられている診療番号等、氏名、住所、生年月日などの個人を特定できる情報は一切入力しない。
④各参加施設の個人情報管理者（研究責任者）は、施設で用いられている診療番号等と匿名化個人識別IDを突合できる表を作成し、施設内の施錠可能な場所で厳重に管理する。突合表自体にもパスワードをかけることが望ましい。
⑤各参加施設は、「日本航空医療学会レジストリ（JSAS-R）」に登録されたデータのうち、自施設のデータのみを閲覧および入手することができる（他施設のデータへのアクセスは制限される）。
⑥「日本航空医療学会レジストリ（JSAS-R）」に登録された匿名データの保管・管理は、日本航空医療学会が、下記の中央登録機関（株式会社SAYコンピュータ）を通じて行い、情報管理者は日本航空医療学会理事長とする。
⑦日本航空医療学会事務局は、匿名化した「施設ID」を各参加施設に配布する。施設名と施設IDの突合表は、事務局内の施錠可能な場所で厳重に管理する。
⑧日本航空医療学会は、登録されたデータの内容に疑義がある場合は、各参加施設に調査と訂正を依頼することができる。また、日本航空医療学会は、各参加施設に代わり、データを訂正・削除することができるものとする。
⑨複数の施設のデータを用いて集計・解析を行う際には、匿名化個人識別IDを除去した匿名化データを用いる。
⑩各参加施設の個人情報管理者（研究責任者）は、自施設の症例情報につき、「日本航空医療学会レジストリ（JSAS-R）」へのデータの入出力管理を行う。
⑪研究対象者を識別できる個人情報に関して、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」の規定による求めに応じる手続は、各参加施設の個人情報管理者（研究責任者）が窓口となる。なお、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」の定める手数料については、各参加施設の規定による。また、本研究に関して、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」における規定による苦情等の窓口は、各参加施設の個人情報管理者（研究責任者）が窓口となる。その他手続きの詳細は、各参加施設の規定による。
⑫「日本航空医療学会レジストリ（JSAS-R）」と「インシデント・アクシデント登録」はIDを連結させることで情報共有を行う
⑬日本航空医療学会は株式会社SAYコンピューターに本登録システムの管理を委託している。日本航空医療学会は、委託事業の運営状況等について、委託先と情報を共有し、監督を行う。
	10．インフォームド・コンセントを受ける手続き等
（4）症例情報の保護・保管
①各参加施設における本研究の個人情報管理者は各参加施設の研究責任者とする。
②研究を実施するにあたっては、各参加施設は、症例情報の登録の前に、データの匿名化を行う。そのため、登録後のデータは個人を特定することができない匿名データとなる（各参加施設は、自施設の症例についてのみ、施設内で保持する突合表を用いて個人を特定することができる）。
③登録にあたり、各参加施設は各症例に、「匿名化個人識別ID」（医療施設で診療に用いられている診療番号等とは異なるID）を付し、登録には匿名化個人識別IDを用いるものとする。施設で用いられている診療番号等、氏名、住所、生年月日などの個人を特定できる情報は一切入力しない。
④各参加施設の個人情報管理者（研究責任者）は、施設で用いられている診療番号等と匿名化個人識別IDを突合できる表を作成し、施設内の施錠可能な場所で厳重に管理する。突合表自体にもパスワードをかけることが望ましい。
⑤各参加施設は、「日本航空医療学会レジストリ（JSAS-R）」に登録されたデータのうち、自施設のデータのみを閲覧および入手することができる（他施設のデータへのアクセスは制限される）。
⑥「日本航空医療学会レジストリ（JSAS-R）」に登録された匿名データの保管・管理は、東海大学（研究事務局）が、下記の中央登録機関（株式会社SAYコンピュータ）を通じて行い、情報管理者は東海大学医学部付属病院　救命救急科長とする。
⑦東海大学（研究事務局）は、匿名化した「施設ID」を各参加施設に配布する。施設名と施設IDの突合表は、事務局内の施錠可能な場所で厳重に管理する。
⑧東海大学（研究事務局）は、登録されたデータの内容に疑義がある場合は、各参加施設に調査と訂正を依頼することができる。また、東海大学（研究事務局）は、各参加施設に代わり、データを訂正・削除することができるものとする。
⑨複数の施設のデータを用いて集計・解析を行う際には、匿名化個人識別IDを除去した匿名化データを用いる。
⑩各参加施設の個人情報管理者（研究責任者）は、自施設の症例情報につき、「日本航空医療学会レジストリ（JSAS-R）」へのデータの入出力管理を行う。
⑪研究対象者を識別できる個人情報に関して、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」の規定による求めに応じる手続は、各参加施設の個人情報管理者（研究責任者）が窓口となる。なお、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」の定める手数料については、各参加施設の規定による。また、本研究に関して、「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」における規定による苦情等の窓口は、各参加施設の個人情報管理者（研究責任者）が窓口となる。その他手続きの詳細は、各参加施設の規定による。
⑫「日本航空医療学会レジストリ（JSAS-R）」と「インシデント・アクシデント登録」はIDを連結させることで情報共有を行う
⑬東海大学（研究事務局）は株式会社SAYコンピューターに本登録システムの管理を委託している。東海大学（研究事務局）は、委託事業の運営状況等について、委託先と情報を共有し、監督を行う。
	研究代表機関変更に伴う記載整合性確認
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	11．個人情報等の取扱い（匿名化する場合にはその方法を含む。）
①各参加施設における本研究の個人情報管理者は各参加施設の研究責任者とする。
②事業を実施するにあたっては、各参加施設は、事例情報の登録の前に、データの匿名化を行う。そのため、登録後のデータは個人を特定することができない匿名データとなる（各参加施設は、自施設の症例についてのみ、施設内で保持する突合表を用いて個人を特定することができる）。
③登録にあたり、各参加施設は各事例に、「匿名化個人識別ID」（医療施設で診療に用いられている診療番号等とは異なるID）を付し、登録には匿名化個人識別IDを用いるものとする。施設で用いられている診療番号等、氏名、住所、生年月日などの個人を特定できる情報は一切入力しない。
④インシデント・アクシデント登録システム及びJSAS-Rは同一サーバー内にて同一ID内で管理されている。
⑤日本航空医療学会事務局に登録される情報には個人情報は含まれない。
	11．個人情報等の取扱い（匿名化する場合にはその方法を含む。）
①各参加施設における本研究の個人情報管理者は各参加施設の研究責任者とする。
②事業を実施するにあたっては、各参加施設は、事例情報の登録の前に、データの匿名化を行う。そのため、登録後のデータは個人を特定することができない匿名データとなる（各参加施設は、自施設の症例についてのみ、施設内で保持する突合表を用いて個人を特定することができる）。
③登録にあたり、各参加施設は各事例に、「匿名化個人識別ID」（医療施設で診療に用いられている診療番号等とは異なるID）を付し、登録には匿名化個人識別IDを用いるものとする。施設で用いられている診療番号等、氏名、住所、生年月日などの個人を特定できる情報は一切入力しない。
④インシデント・アクシデント登録システム及びJSAS-Rは同一サーバー内にて同一ID内で管理されている。
⑤東海大学（研究事務局）に登録される情報には個人情報は含まれない。
	研究代表機関変更に伴う記載整合性確認

	5
	13．試料・情報の保管及び廃棄の方法
　各参加施設の保有する症例データおよび匿名化個人識別IDに関する突合表については、研究期間終了後3年間保存する。保存期間終了後の取り扱いは、各参加機関の規定に基づく。
　日本航空医療学会が保有する症例データおよび施設ID突合表については、研究期間終了後3年間保存する。保存期間終了後は、施設ID突合表については破棄し、事例データについては、匿名化個人識別IDを除去した上で、匿名化データとして可及的長期間保存する。
　各参加施設および日本航空医療学会は、データの保管にあたっては、施設内の施錠可能な場所で厳重に管理する。データ自体にもパスワードをかけるよう努めるものとする。また、データを破棄する場合には、電子的または物理的に適切な方法で破棄するものとする。
　日本航空医療学会が分析を委嘱した研究サブグループ又はデータ提供を行った第三者が保有する症例データについては、データの保存方法、保存期間、破棄する場合の方法、情報保護規定に違反した場合の対応について、個別に定めるものとする。また、研究サブグループ又は第三者へのデータ提供の承諾にあたっては、承諾の条件に、上記の項目を含まなければならない。株式会社SAYコンピュータでの廃棄については、登録されたデータは日本航空医療学会の責任下に、保存期間終了後AWS クラウドサービスを使用したサーバからのデータ消去で行う。

（第三者へのデータ提供に関する記載あり）
	13．試料・情報の保管及び廃棄の方法
　各参加施設の保有する症例データおよび匿名化個人識別IDに関する突合表については、研究期間終了後3年間保存する。保存期間終了後の取り扱いは、各参加機関の規定に基づく。
　東海大学（研究事務局）が保有する症例データおよび施設ID突合表については、研究期間終了後3年間保存する。保存期間終了後は、施設ID突合表については破棄し、事例データについては、匿名化個人識別IDを除去した上で、匿名化データとして可及的長期間保存する。
　各参加施設および東海大学（研究事務局）は、データの保管にあたっては、施設内の施錠可能な場所で厳重に管理する。データ自体にもパスワードをかけるよう努めるものとする。また、データを破棄する場合には、電子的または物理的に適切な方法で破棄するものとする。
　東海大学（研究事務局）が分析を委嘱した研究サブグループが保有する症例データについては、データの保存方法、保存期間、破棄する場合の方法、情報保護規定に違反した場合の対応について、個別に定めるものとする。また、研究サブグループへのデータ提供の承諾にあたっては、承諾の条件に、上記の項目を含まなければならない。株式会社SAYコンピュータでの廃棄については、登録されたデータは東海大学（研究事務局）の責任下に、保存期間終了後AWS クラウドサービスを使用したサーバからのデータ消去で行う。

（第三者へのデータ提供に関する記載あり）
	9条(2)削除に伴う整合性修正

	5
	15．研究の資金源および研究者等の研究に係る利益相反に関する状況
本研究は、日本航空医療学会にて実施する。これにより研究実施の透明性や結果の信頼性が損なわれることがないことを確認する。本研究に関する利益相反に関しては、本研究に係る者が所属する各機関の取り決めに従い、適切に管理する。
	15．研究の資金源および研究者等の研究に係る利益相反に関する状況
本研究の資金は東海大学（研究事務局）にて管理される。これにより研究実施の透明性や結果の信頼性が損なわれることがないことを確認する。本研究に関する利益相反に関しては、本研究に係る者が所属する各機関の取り決めに従い、適切に管理する。
	研究代表機関変更に伴う記載整合性確認

	6
	16．研究に関する情報公開の方法
(1)　日本航空医療学会は、分析の結果をホームページや報告書等にて公表する。また、研究組織に属する個人は、データの整理や分析に参加した後、日本航空医療学会の承諾を得て、分析の結果を学会や学会誌、専門誌等にて公表することができる（承諾方法の詳細については別途定める）。結果の公表にあたっては、結果の正確性を保持するとともに、個人を特定できない形式で行うものとする。
(2)　本研究で得られた研究成果の発表に際しては、対象者の秘密（プライバシー）を保全する。

	16．研究に関する情報公開の方法
(1)　東海大学（研究事務局）は、分析の結果をホームページや報告書等にて公表する。また、研究組織に属する個人は、データの整理や分析に参加した後、東海大学（研究事務局）の承諾を得て、分析の結果を学会や学会誌、専門誌等にて公表することができる（承諾方法の詳細については別途定める）。結果の公表にあたっては、結果の正確性を保持するとともに、個人を特定できない形式で行うものとする。
(2)　本研究で得られた研究成果の発表に際しては、対象者の秘密（プライバシー）を保全する。
(3)　論文および学会発表の共著者は、研究代表者、共同研究機関の研究者、SCとする。共著者の要件はICMJEに則って定めるものとし、研究者は所属研究機関から原則1名の共著者を指名するものとする。
	研究代表機関変更に伴う記載整合性確認

	6
	17． 研究対象者等及びその関係者からの相談等への対応
日本航空医療学会事務局
〒164-0001
東京都中野区中野2-2-3へるす出版事業部内
Tel:03-3384-8042
Fax:03-3386-8627
Ｅ-mail:jsas@herusu-shuppan.co.jp
	17．研究対象者等及びその関係者からの相談等への対応
研究事務局
〒259-1193
神奈川県伊勢原市下糟屋143 東海大学医学部付属病院　救命救急科（研究事務局）
Tel:0463-93-1121
Fax:0463-94-6990
E-mail: mn9748@tokai.ac.jp
	記載整合性確認
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	表１：研究参加施設リスト
岐阜県　岐阜大学医学部附属病院　中村　浩大
	表１：研究参加施設リスト
岐阜県　岐阜大学医学部附属病院　福田　哲也
	責任者変更
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	表１：研究参加施設リスト
神奈川県　東海大学医学部付属病院　守田　誠司
	表１：研究参加施設リスト
神奈川県　東海大学医学部付属病院　土谷　飛鳥
	責任者変更



■情報公開文書（ポスター）
	ﾍﾟｰｼﾞ
	変更前
	変更後
	変更理由

	1
	【共同研究の研究代表機関及び研究代表者】
・研究代表機関：日本航空医療学会
・研究代表者：猪口　貞樹
	【共同研究の研究代表機関及び研究代表者】
・研究代表機関：東海大学医学部付属病院
・研究代表者：土谷　飛鳥
	研究代表機関・代表者変更

	1
	【当院における研究代表者】
・救命救急医学教授　守田　誠司
	【当院における研究代表者】
・救命救急医学教授　土谷　飛鳥
	責任者変更

	1
	【研究分担施設及び各施設の研究責任者】
岐阜大学医学部附属病院　中村　浩大
	【研究分担施設及び各施設の研究責任者】
岐阜大学医学部附属病院　福田　哲也
	責任者変更

	1
	【研究分担施設及び各施設の研究責任者】
東海大学医学部付属病院　守田　誠司
	【研究分担施設及び各施設の研究責任者】
東海大学医学部付属病院　土谷　飛鳥
	責任者変更

	1
	【情報の提供先・提供方法】
上記の診療情報等をドクターヘリのさらなる質の向上のために、日本航空医療学会事務局へ電子的登録にて提供します。
	【情報の提供先・提供方法】
上記の診療情報等をドクターヘリのさらなる質の向上のため、東海大学医学部付属病院（研究事務局）へ電子的登録にて提供します。
	研究代表機関変更に伴い、データ提供先を実態に即して修正

	1
	【問い合わせ先】
研究責任者　救命救急科　守田　誠司
	【問い合わせ先】
研究責任者　救命救急科　土谷　飛鳥
	責任者変更



